
【合唱コンクール 審査結果】
★最優秀賞 ３年２組 「ほらね、」

◆優秀賞
（１年）１年２組 「大切なもの」
（２年）２年３組 「HEIWAの鐘」
（３年）３年２組 「ほらね、」

光市立浅江中学校 学校通信「あさえ」NO.9
（令和２年１０月２７日号）

～礼儀・努力・健康～

（保護者の皆さまへ）文化祭両日は、入場者制限や駐車場の場所指定等にご協力いただき、誠
にありがとうございました。お陰さまで、生徒たちは思う存分、“おもい”を表現することができました。

１０／２３・２４
（金・土）

彩～364色のおもいで～
〔令和２年度文化祭〕

Kビジョン「タウンニュース」（28日（水）18:00～）
内で、他校と文化祭と合わせて放送が予定されています

【生徒会長 木村 成壱くんのあいさつより】（2日目：フィナーレ）
この２日間の皆さんの様子を見て、仲間と協力し、この文化祭という行事に本気で取り組んできた
ことを感じました。きっと、令和２年度の浅江中学校文化祭は、皆さんの人生を彩ってくれるものと思
います。協力した仲間と、これまで頑張ってきた自分自身に大きな拍手を送りましょう。
重要なのは、行事が終わった後です。今、悔しい気持ちやうれしい気持ちなど、それぞれ今の気持
ちは違うと思いますが、このように合唱や文化祭という行事が行えているのも、たくさんの方の支えがあ
るからです。文化祭が終わっても、感謝と凡事徹底を忘れず、この文化祭で培った力を、今後の学
校生活に生かしていきましょう！

4月の臨時休業中、「今年の文化祭はできるのか？」、「市民ホールでの合唱コンクールは無理ではないか・・」、「授業時間確保のため、準備時間がとれないので
はないか・・」など、全く先が見えない状況でした。しかし、集団の団結力を高めることができ、かつ、生徒たちが主体的に何かを創る体験ができる場、人前に立って表
現する経験ができる場など、一人ひとりの活躍の場が増える「文化祭」は、何が何でも開催したい・・・。それが全ての関係者の“おもい”でした。
年度当初から学校運営協議会やPTA総務部の皆さまと話し合いを重ねながら、「文化祭はぜひやりましょう！」と、例年通りの2日間で開催することを「目標」に
掲げ、生徒が実際に「文化祭」のステージに立った場面をイメージしながら、5月から計画的に準備を進めてきました。

『できないかも・・・』 を 『できる！』 に変えた、子どもたちの「おもい」

各学年とも、準備時間を十分に確保できない中で大切にしてきたことが、「何のために」、「何をめざして」取組や活動を行う
のかということ。生徒たちもその意味をしっかり理解して臨んだこともあり、１日目の「総合的な学習の時間」のステージ発表は、
どの学年も大人の心にもしっかり響く、素晴らしい発表・メッセージであったことをここにご報告いたします。（詳細は裏面に）
今回の文化祭への一連の取組を通して、生徒の心に 「自ら地域や社会に関わり、参画しようとする意志や、社会を創る
主体者としての自覚」が生まれてきたことを感じています。まさに、生徒が「できないかも」を「できる！」に変えた文化祭でした。

◆各学年の「総合的な学習の時間」の発表映像は、浅中ONLINEで公開を予定しています。



【モザイクアート】※体育祭の写真ではありません。
1・2年生全員で制作しました。（現在、コモンホールに展示しています）

↑近くで見るとわかります
【あさなえ学級】

春から育てたサツマイモを
販売しました（完売！）

【有志企画】

【オープニング：書道パフォーマンス（生徒会）】
今年も生徒会役員が、文化祭全体を盛り上げました。途中、
機材トラブルで途切れた時間も、見事に「トーク」でつなぎました。

【吹奏楽部：吹部スマイルフェス2020】
今年も圧巻の演奏でした！途中、先生方
のパフォーマンスに合わせた演奏もあり、存分
に楽しませてもらいました。

【情報デザイン部】
ドローン博士のクイズ大会
今年はクイズ形式を取り入れ、
観客席と一体となって楽しい時間
を演出しました。

総合的な学習の時間

「ダンス」に元気をもらい、「コント」、「漫才」、
「オタ芸」が、会場を笑いの渦に巻き込みました

【１年生 ASAEWARS
~次世代超高速成長学年の戦い~】

５Ｇプロジェクト（前号で紹介）の取組を
発表しました。学校における様々な活動を通
して、１年生は「集団の力」を高めています。

【３年生 ハートで勝負と真の多文化共生社会の実現】
コロナ禍の影響で、より深く、自分たちと社会との関係を見つめ直す機会が増えた
３年生。個人の力でどうにもならない時は、自分が置かれた状況を明らかにして、
他者のためにできることをこつこつ伝える。ハートで勝負！それを劇として演じました。

【２年生 じぶんごと ~for myself~】
２年前の豪雨災害の教訓をもとに、じぶ
んごととして動くことの大切さがよくわかる発
表でした。会場にも質問をし、真剣に考えて
もらいました。「あなたなら、どうしますか？」

【総合文化部】
今年は「切り絵」を中心に展示しまし
た。どれも見応えある素敵な作品ばか
りで、その技術の高さに驚きました。


